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■■■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■■■ 

（2015年12月号） 

「日系日本語学校教師からお知らせします！日本を伝える課外授業」 

＝JKM（JICAナレッジマネジメント）日本語教育分野メルマガ＝ 

■■■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■■■ 

 

★ABOUT★ 

JKM（JICA ナレッジマネジメント）日本語教育分野メルマガは、途上国で 

日本語教育に取り組んでいる、あるいは途上国での日本語教育に関心 

をお持ちの皆様を中心に日本語教育関連情報を提供することを目的

としています。皆様のご関心のあるテーマをできる限り取り上げてい

きたいと考えておりますので、授業に使えるアイスブレーキングや

「日本語教師（教育）あるある」などの情報をどしどしお寄せくださ

い！日本語教育にご関心のある方々への転送を歓迎します。 

 

 

■□━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━□■ 

 ＝今月号のコンテンツ＝ 

トピック 

１．JICA日本語教育ボランティア関連 

  ２．JICAナレッジサイト（日本語教育分野）更新情報 

 ３．日本語教育・日本語教育関連サイト、ニュース 

 ４．技術顧問コラム 

 編集後記 

■□━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━□■ 

 

★トピック★ 

「日系日本語学校教師からお知らせします！日本を伝える課外授業」 

 これからの季節、日本では文化祭やクリスマス、年越しイベントな

ど楽しい行事が目白押しです。たくさんある行事の中で、伝えたいも

のはどれですか？ 

 今回は、「年末大掃除」をご紹介します。日本の心を伝えるプチイ

ベントとして実施してみませんか？ 

 

＜これぞ日本の心！MOTTAINAI精神を伝える“年末大掃除”＞ 

【伝えたいこと】 

 ・掃除とは、いらない物を捨てることではなく、物に感謝して、 

自分の行動を振り返るもの。 

【対象者】 

・誰でも大歓迎！！学校で活動中の方はクラスで実施してみては？ 

【参加者に持ってきてもらうもの】 

・不要になったTシャツ、新聞紙、レジ袋、空き箱など、清掃や整理 

整頓に活用できるもの。 

【当日スケジュール】※午前中の2時間～3時間程度 

・日本の学校の「掃除の時間」について説明する。（5分） 

・3人1グループになり、グループごとで何をするかくじ引き。 

 例）窓拭き隊、床そうじ隊（モップ隊）、ほうき隊 等 

・掃除開始！ （20分程度） 

・終了後、ゴミ箱のゴミを確認し、捨てずに使えるものがないか 

みんなで考える。捨てる場合は、燃えるゴミか、燃えないゴミか、 

土にかえるかなども一緒に考える。 
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【ここが成功！】 

・掃除に使う道具はなるべく身近にあるものを使ったこと（日本の 

「もったいない精神」を伝える大きなチャンスです）。 

 ・学習者（年少者）だけでなく、家族にも参加してもらえたこと。 

 ・手の洗い方レクチャーを子供向けに行ったことで、はじめから 

盛り上がった。 

【もっとこうすればよかった･・･】 

 ・他職種（環境教育/コミュニティ開発/青少年活動など）との 

コラボレーション。理由→5Sや地域コミュニケーションの大切さ 

を、もっと実感できるアクティビティにしたかった。 

 

 文化紹介というと、折り紙や書道、アニメ、マンガ、日本の遊び、 

などが頭に浮かびますが、普段の活動にこういう時間を取り入れては 

いかがでしょうか？ MOTTAINAI★年末大掃除、ぜひ皆さんもやって 

みませんか？ 

 

┏────────────────────────────┓ 

 １．JICA日本語教育ボランティア関連 

┗────────────────────────────┛ 

【JICAボランティアの世界日記】活動紹介ブログ 

■坂本 麻子さん（ブラジル／日系日本語学校教師） 

『マンゴーの樹の下で』 

11/11更新「★ブックフェア★」 
http://world-diary.jica.go.jp/sakamoto/activity/post_13.php 

 ■佐賀 直子さん（ブラジル／日系日本語学校教師） 

 『思いっきりやってごらん！』 

  11/16更新「在外研修と中間報告会」 
http://world-diary.jica.go.jp/saga/activity/post_23.php 

 

┏────────────────────────────┓ 

  ２．JICAナレッジサイト（日本語教育分野）更新情報  

┗────────────────────────────┛ 

 日本語教育ボランティアの派遣累計及び派遣中人数、国別の配属先

情報等を随時公開中！ 

 ▼外部公開はこちらから： 

  http://gwweb.jica.go.jp/km/FSubject2301.nsf/ 共通  > 

基礎知識  > 基本統計  >  

 ▼JICA関係者の方はこちらから： 

  http://knowledge.jica.go.jp/ ナレッジサイトトップ  > 

分野課題  > 日本語教育  > 共通  

 

┏────────────────────────────┓ 

 ３．日本語・日本語教育関連サイト、ニュース  

┗────────────────────────────┛   

日本語教育OVによる日本語教育サイトです。 

日本語を教えるためのヒント、教材アイデアを知りたい方に！ 

【世界の日本語教師のための日本語図書室】 

■高嶋幸太さん（モンゴル／日本語教育OV） 

http://nihongo-toshoshitsu.jimdo.com/ 

 

 

 

http://world-diary.jica.go.jp/saga/activity/post_23.php
http://gwweb.jica.go.jp/km/FSubject2301.nsf/
http://knowledge.jica.go.jp/
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┏────────────────────────────┓ 

  ４．「技術顧問コラム」 

今回は吉田一彦技術顧問です！ 

┗────────────────────────────┛ 

「日本人？」 

 

   大学の日本語教育学や言語学の授業で、毎年学期の初めに教えて

いることがあります。黒板に「日本」と4回縦に並べて書き、「『日

本人』という言葉を使うとき、皆さんはどんな意味でそれを使ってい

だろうか？」と尋ね、続けてこう書き足します。「日本国籍の人」「民

族学的に日本人」「日本語を母語として話す人」「日本文化の担い手」

そして、こう言います。「たまたま自分自身がこの4つ全部の意味で

『日本人』だったとしても、周りの大多数がそうであったとしても、

この4つにはそれぞれ異なる基準が使われて『日本』が選ばれている。

だから、学問をするときには不注意にこれらを混同してはいけない。

そして、これら4つに同じ言葉が入らない人に注意を向けてこそ、人

間をその多様性とともにしっかり理解できる。」 

  これは、人文科学の基本中の基本であり、1921年に公刊されたE. サ

ピアの『言語』の中にすでに表されていた人間の捉え方です。しかし、

日本語教育について語るときには、日本語を外国語としてマスターし

て教える教師を「現地教師」、母語を教える教師を「日本人教師」と

呼んで誰を指し示すのかで大抵の場合誤解を生じないような事情も

あり、4つの異なる基準がうやむやになってしまいがちです。 

  「それではだめなんだ」とあらためて思い知らされたのが、10月後

半にJICAの調査団メンバーとして参加したブラジル日系日本語学校

訪問・授業見学、教育に携わる皆さんとの出会いでした。３泊7日3

校の訪問は限られたものでしたが、教える人も学ぶ人も数が減ってい

く難しい状況での苦心や、次の世代を育てる場としての日本語学校へ

の大きな期待がはっきりと感じられました。そして、母語であっても

「あまり話す機会がない」と言って一生懸命ゆっくりと言葉を探しな

がら案内をしてくださった人や、日本からの訪問者受け入れを絶好の

機会として日本語能力向上と意識的に取り組む人、「日本人として生

きるためにしっかりした日本語を身に付けたい」と力強く語る人に、

大きな感銘を受けました。ここでも人は誰でも適切な方法を取れば2

つや3つの言語が自在に使えるようになるだろうという自分の多言語

楽観主義の立場からお役に立てることがあるに違いないと思い、明る

い気持ちになって帰ってきました。 

  「日本からしか日本文化を伝えられない」とか「日本語でなければ

日本文化は伝えられない」というのは、うやむやの度が過ぎたものと

言えそうです。その証拠に、ブラジル日系人の教育の中に、日本を発

信地としない日本文化発信も、日本語によらない日本文化実践もあり

ます。そして、日本文化には、日本で生まれ育った者が日系人の皆さ

んに学ぶことでより豊かになる部分が、確実にあるのです。 

 

○────────────────────────────○ 
 編集後記： 

ボランティアの皆さん、任国で流行している日本の歌やマンガについて教

えてください！日本にお住いの皆さん！伝えたい日本の歌はあります

か？皆様の意見、お待ちしております。  

  メルマガへのご意見ご感想、また配信の停止をご希望の方は 

jicajv-japanese@jica.go.jp までご連絡ください。 

○────────────────────────────○ 


